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りべらしおん

悲
劇
の
島

ま
だ
、
お
正
月
気
分
も
ぬ
け
な
い
一
月
五
日
、
早

朝
の
福
岡
国
際
空
港
に
一
八
名
の
団
員
が
集
っ
た
。

参
加
団
員
は
計
二
〇
名
。
内
二
名
は
北
海
道
か
ら
の

参
加
で
済
州
島
で
合
流
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

今
回
の
ツ
ア
ー
の
目
的
は
二
つ
。
一
つ
は
一
九
四

八
年
四
月
か
ら
一
九
五
四
年
九
月
ま
で
に
、
島
民
の

積雪の済州４・３平和記念館前にて

十
人
に
一
人
に
あ
た
る
約
二
万
五
千
人
が
当
時
の
政

権
に
よ
り
殺
害
さ
れ
た
「
４
・
３
事
件
」
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
。
も
う
一
つ
は
戦
争
と
済
州
島
の
関
わ
り

を
知
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
済
州
島
は
か
つ
て
旧
日
本

軍
に
よ
り
島
全
体
が
要
塞
化
さ
れ
、
至
る
所
に
戦
跡

が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
最
近
は
海
軍
基
地
建
設
反

対
の
住
民
運
動
が
起
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

世
界
自
然
遺
産
を
有
し
、
韓
国
の
リ
ゾ
ー
ト
地
と

し
て
有
名
な
島
で
あ
る
が
、
虐
殺
や
戦
争
の
爪
痕
を

の
こ
し
た
悲
劇
の
島
で
も
あ
る
。

語
ら
れ
始
め
た
「
４
・
３
事
件
」
の
真
実

「
４
・
３
事
件
」
は
、
事
件
か
ら
五
〇
年
以
上
も

タ
ブ
ー
視
さ
れ
、
多
く
の
関
係
者
は
事
を
語
ろ
う
と

し
な
か
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
南
北
統
一
を
願
っ

て
運
動
を
起
こ
し
た
事
件
の
被
害
者
た
ち
は
「
極
端

な
左
翼
主
義
者
」
「
赤
」
「
暴
徒
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル

を
は
ら
れ
、
家
族
ま
で
も
が
就
職
や
昇
進
時
に
厳
し

い
差
別
を
受
け
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。
関
係
者
は
家

族
を
守
る
た
め
、
ま
た
残
酷
な
出
来
事
を
思
い
出
し

た
く
な
い
と
い
う
思
い
か
ら
口
を
閉
ざ
し
、
事
件
は

長
い
間
封
印
さ
れ
て
き
た
。
近
年
の
政
権
交
代
に
よ

り
、
よ
う
や
く
二
〇
〇
〇
年
に
「
４
・
３
特
別
法
」

が
制
定
さ
れ
、
二
〇
〇
三
年
に
当
時
の
ノ
ム
ヒ
ョ
ン
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第
七
回

海
外
ス
タ
デ
ィ
・
人
権
ツ
ア-

一
月
五
日
～
八
日
、
韓
国
・
済
州
島

このたびの東日本大震災で被災された皆様に心よりお見舞い申し

上げます。一刻も早い、またすべての人に行き届いた救急・救命、生

活再建、地域の復旧・復興を祈念致します。私達もそのための努力を

惜しみません。人間の尊厳に根ざした新しい日本をつくりましょう。
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大
統
領
が
公
式
に
謝
罪
し
て
い
る
。

団
員
の
感
想

そ
し
て
、
長
い
間
封
印
さ
れ
た
史
実
の
掘
り
起
こ

し
が
、
民
間
の
団
体
で
あ
る
（
社
）
済
州
４
・
３
研

究
所
が
中
心
と
な
っ
て
現
在
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

今
回
の
ツ
ア
ー
で
、
あ
ら
た
め
て
権
力
と
は
、
歴

史
の
真
実
と
は
何
な
の
か
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。
以

下
、
団
員
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

飛
行
機
の
窓
か
ら
見
え
て
き
た
、
初
め
て
の
済
州

（社）済州４・３研究所の皆さんと参加団員

島
。
白
い
。
あ
れ
っ
、
済
州
島
っ
て
さ
ん
ご
礁
の
島

だ
っ
け
。
火
山
島
じ
ゃ
な
か
っ
た
っ
け
、
と
思
っ
て

い
る
間
に
着
陸
。
年
に
一
、
二
回
し
か
降
ら
な
い
と

い
う
雪
に
迎
え
ら
れ
た
人
権
ツ
ア
ー
。

雪
の
ト
ケ
ビ
道
路
や
素
朴
な
盛
り
土
の
お
墓
。
雪

深
い
ハ
ル
ラ
山
。
雪
に
閉
ざ
さ
れ
た
深
い
沈
黙
の
中

に
、
４
・
３
平
和
記
念
館
は
あ
り
ま
し
た
。
広
大
な

公
園
と
記
念
館
、
名
前
が
刻
ま
れ
た
石
碑
。
そ
れ
ら

が
語
り
か
け
て
き
ま
す
。
権
力
に
よ
っ
て
人
権
が
侵

害
さ
れ
よ
う
と
す
る
と
き
、
気
づ
け
る
私
な
の
か
、

そ
れ
は
お
か
し
い
と
声
を
あ
げ
ら
れ
る
私
な
の
か
、

共
に
声
を
あ
げ
る
仲
間
と
つ
な
が
っ
て
い
る
（
つ
な

が
り
を
つ
く
っ
て
い
る
）
の
か
、
と
。
し
か
も
、
日

本
帝
国
主
義
に
よ
る
侵
略
の
歴
史
と
、
そ
の
結
果
と

し
て
の
米
軍
統
治
を
考
え
る
と
、
な
お
さ
ら
そ
こ
に

つ
な
が
る
今
を
生
き
る
「
私
」
を
問
わ
れ
て
い
る
こ

と
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
日
本
に
よ
る
人
権
や
生
命
の
蹂
躙
を
象

徴
す
る
よ
う
な
、
海
岸
線
に
回
天
を
格
納
す
る
た
め

に
つ
く
ら
れ
た
松
岳
山
陣
地
洞
窟
や
日
出
峰
の
裾
に

点
在
す
る
洞
窟
な
ど
の
特
攻
基
地
。
美
し
い
海
岸
の

黒
い
岩
肌
に
鑿
跡
も
生
々
し
く
大
き
な
洞
窟
が
海
に

の
み
あ
と

向
か
っ
て
口
を
開
け
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
を
掘
っ
た

人
々
、
そ
こ
か
ら
回
天
に
乗
せ
ら
れ
て
片
道
切
符
の

旅
に
出
さ
れ
た
人
々
や
と
り
ま
く
人
々
の
人
生
を
思

い
ま
し
た
。

旧日本軍がつくった飛行機格納庫

（アウトラル飛行場跡）
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魚雷格納庫 （松岳山陣地洞窟）
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海女の識字学級 （海女博物館内の人形）

そ
れ
で
も
、
そ
ん
な
人
間
の
思
惑
な
ど
と
は
関
係

な
く
、
自
然
は
存
在
し
続
け
て
い
ま
す
。
全
長
一
三

四
二
二
ｍ
世
界
最
長
の
溶
岩
洞
窟
の
万
丈
窟
、
城
山

日
出
峰
な
ど
の
世
界
自
然
遺
産
。
地
の
奥
底
か
ら
吹

き
出
し
た
溶
岩
が
流
れ
な
が
ら
固
ま
っ
た
た
め
に
で

き
た
洞
窟
。
噴
火
口
の
跡
。
そ
の
荒
々
し
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
跡
に
圧
倒
さ
れ
つ
つ
洞
窟
の
中
を
歩
き
ま
し

た
。
沖
縄
で
は
沖
縄
戦
の
と
き
、
ガ
マ
は
住
民
や
日

本
兵
の
命
を
包
ん
で
い
た
け
れ
ど
、
こ
こ
で
は
４
・

３
事
件
の
と
き
ハ
ル
ラ
山
に
籠
っ
た
人
々
と
ス
パ
イ

と
な
っ
て
軍
の
中
に
飛
び
込
ん
だ
人
と
を
つ
な
ぐ
場

所
に
も
な
っ
て
い
た
と
か
。

し
か
し
、
抗
日
記
念
館
、
海
女
博
物
館
、
私
立
の

カ
マ
オ
ル
ム
平
和
博
物
館
と
保
存
さ
れ
た
壕
、
そ
の

よ
う
な
闘
い
の
思
い
を
伝
え
る
存
在
に
出
会
う
と
き
、

「
人
間
は
微
力
で
あ
っ
て
も
無
力
で
は
な
い
」
と
い

う
言
葉
を
思
い
出
し
ま
す
。
自
分
や
自
分
に
つ
な
が

る
命
を
大
切
に
し
、
お
か
し
い
こ
と
は
お
か
し
い
と

声
を
あ
げ
て
い
く
。
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
の
取
り
組
み

や
つ
な
が
り
が
今
を
支
え
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
れ
が
、
今
の
江

汀

村
の
海
軍
基
地
に
異

か
ん
じ
よ
ん

を
唱
え
る
人
の
動
き
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
「
未
来
の
子
孫
の
た
め
に
」
と
座
り
込
み
を
続
け

て
お
ら
れ
る
方
が
言
わ
れ
ま
し
た
。
未
来
に
私
た
ち

は
何
を
受
け
継
ぎ
た
い
の
か
、
そ
れ
を
守
る
た
め
に

お
か
し
な
動
き
は
止
め
る
、
そ
の
た
め
に
テ
ン
ト
に

集
う
人
々
。
長
期
化
す
る
中
で
、
経
済
的
、
体
力
的

に
疲
弊
し
て
、
ま
た
先
の
見
え
な
い
取
り
組
み
に
疲

れ
て
、
人
が
減
っ
て
い
き
ま
す
。
け
れ
ど
、
諦
め
な

い
。
一
人
で
も
二
人
で
も
ゼ
ロ
で
は
な
い
。
そ
こ
に

在
る
。
村
人
二
千
人
と
政
府
の
闘
い
、
江
汀
は
沖
縄

の
辺
野
古
と
重
な
り
ま
す
。

「
一
番
い
い
の
は
平
和
の
会
話
、
一
緒
に
生
き
て

い
こ
う
と
い
う
会
話
」
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。
武
力

に
武
力
で
対
抗
し
て
も
何
も
未
来
に
誇
れ
る
も
の
は

残
せ
ま
せ
ん
。
辺
野
古
の
お
じ
い
や
お
ば
あ
も
阿
波

根
昌
鴻
さ
ん
の
写
真
を
掲
げ
、
八
年
と
千
日
を
越
え

る
日
々
、
静
か
に
座
り
続
け
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
の

唯
一
の
平
和
へ
の
道
も
対
話
。

諦
め
な
い
こ
と
、
こ
の
旅
で
ご
一
緒
し
た
よ
う
な

大
切
に
し
た
い
こ
と
を
共
有
で
き
る
仲
間
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
、
仲
間
と
楽
し

く
学
び
、
知
識
や
感
性
を
豊
か
に
す
る
こ
と
。
大
切

な
こ
と
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
こ
の
ス
タ
デ
ィ
ツ

ア
ー
は
一
度
行
っ
た
ら
止
め
ら
れ
な
い
の
で
し
た
。

感
謝
を
こ
め
て
・
・
・

（
会
員
）

（
ツ
ア
ー
行
程
表
）

一
月
五
日
ー

４
３
平
和
記
念
館
、
４
３
研
究
所

一
月
六
日
ー

松
岳
山
陣
地
洞
窟
、
ア
ウ
ト
ラ
ル

飛
行
場
、
カ
マ
オ
ル
ム
平
和
博
物

館
、
江

汀

村

か
ん
じ
よ
ん

一
月
七
日
ー

抗
日
記
念
館
、
万
丈
窟
、
海
女
博

物
館
、
城
山
日
出
峰
、
民
族
村
博

物
館

一
月
八
日
ー

買
物
、
帰
国

（ 社 ） 福 岡 県 人 権 研 究 所 り べ ら し お ん № ４ ４ ２ ０ １ １ ． ３ ． ３ １

海軍基地反対を表したアワビや珊瑚の

モニュメント （江 汀 村の海岸）
かんじよん
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（ 社 ） 福 岡 県 人 権 研 究 所 り べ ら し お ん № ４ ４ ２ ０ １ １ ． ３ ． ３ １

●
全
国
夜
間
中
学
校
研
究
大
会
開
催

＝
二
〇
一
〇
年
十
二
月
二
日
～
三
日
＝

「
夜
間
中
学
校
の
実
態
か
ら
教
育
の
課
題
を
明
ら

か
に
し
、
義
務
教
育
未
修
了
者
の
人
権
と
し
て
の
学

ぶ
権
利
を
保
障
し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
五
十
六

回
全
国
夜
間
中
学
校
研
究
大
会
が
、
東
京
都
江
戸
川

区
立
小
松
川
中
学
校
を
会
場
に
開
か
れ
、
全
国
か
ら

一
〇
〇
名
を
越
え
る
夜
間
中
学
校
関
係
者
が
集
い
ま

し
た
。

夜
間
中
学
校
と
は
、
十
五
歳
以
上
の
義
務
教
育
未

修
了
者
が
、
何
歳
か
ら
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
公

立
中
学
校
二
部
学
級
で
、
関
東
・
関
西
を
中
心
に
全

国
に
三
十
五
校
あ
り
ま
す
。

大
会
初
日
は
早
稲
田
大
学
教
授
、
宮
崎
里
司
さ
ん

の
講
演
に
続
い
て
、
三
人
の
夜
間
中
学
生
が
発
言
し

ま
し
た
。
大
阪
・
岸
城
中
学
校
生
徒
の
金
幸
子
さ
ん

(

六
十
七
歳)

は
、
弟
妹
の
子
守
の
た
め
十
三
歳
か
ら

働
き
、
小
学
校
し
か
出
て
い
な
い
こ
と
や
、
在
日
韓

国
人
で
あ
る
こ
と
に
ず
っ
と
劣
等
感
を
持
ち
続
け
て

い
た
。
し
か
し
、
六
十
を
歳
を
過
ぎ
て
夜
間
中
学
に

入
学
し
、
生
ま
れ
て
初
め
て
在
日
と
し
て
の
自
分
に

自
信
が
持
て
た
、
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

二
日
目
の
分
科
会
で
は
、
公
立
化
を
目
指
し
て
運

動
し
て
い
る
北
九
州
や
北
海
道
な
ど
の
自
主
夜
間
中

学
か
ら
の
報
告
や
、
問
題
提
起
な
ど
が
さ
れ
、
全
体

会
で
は
、
全
国
の
義
務
教
育
未
修
了
者
の
学
ぶ
権
利

を
保
障
す
る
た
め
の
法
制
化
に
向
け
て
、
全
国
的
に

取
り
組
む
必
要
性
な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

●
一
二
月
四
日

第
一
九
回
津
屋
支
部
文
化
祭

『
リ
ベ
ラ
シ
オ
ン
』
一
三
五
号
で
ご
紹
介
し
た
青

年
達
が
活
躍
す
る
部
落
解
放
同
盟
福
岡
市
協
議
会
津

屋
支
部
の
文
化
祭
が
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
四
日

（
土
）
、
津
屋
本
町
集
会
所
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
吉

田
学
支
部
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
発
表
で
は
、
女
性

部
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
、
三
六
年
前
に
運
動
に
よ
っ
て

作
ら
れ
た
多
々
良
保
育
園
の
園
児
た
ち
に
よ
る
歌
や

踊
り
、
青
い
鳥
子
ど
も
会
（
小
・
中
学
生
部
）
の
活

動
報
告
、
四
支
部
合
同
青
年
部
の
年
間
活
動
報
告
、

ひ
ま
わ
り
学
級
の
久
留
米
（
白
山
支
部
）
・
日
田
（
高

瀬
支
部
）
視
察
研
修
報
告
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

四
支
部
合
同
青
年
部

（
津
屋
・
馬
出
・
堅

粕
・
千
代
第
一
）
の

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を

用
い
た
活
動
報
告
で

は
、
二
月
に
福
岡
市

総
合
図
書
館
で
行
わ

れ
た
福
岡
部
落
史
研

究
会
創
立
三
五
周
年

・(

社)

福
岡
県
人
権

研
究
所
設
立
五
周
年

記
念
企
画
展
「
部
落

解
放
運
動
の
原
風
景

福
岡
連
隊
事
件
と

高
松
差
別
裁
判
―
松
本
治
一
郎
・
井
元
麟
之
旧
蔵
資

料
を
中
心
に
―
」
を
見
学
し
た
こ
と
や
、
四
月
に
堅

粕
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
館
の
原
口
孝
博
館
長
（(

社)

福
岡
県
人
権
研
究
所
運
営
委
員
）
の
案
内
で
、
堅
粕

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
お
よ
び
事
前
学
習
会
）
を

行
っ
た
こ
と
、
夏
に
大
分
県
の
泉
水
キ
ャ
ン
プ
場
や

豊
後
高
田
の
昭
和
の
町
を
訪
れ
、
町
お
こ
し
の
学
習

を
し
た
り
、
各
支
部
で
持
ち
寄
っ
た
食
材
で
料
理
を

作
り
（
堅
粕
か
ら
は
鶏
塩
、
鶏
ス
ー
プ
、
じ
ゃ
が
餅
、

馬
出
か
ら
は
鶏
ハ
ム
な
ど
）
、
お
互
い
の
親
睦
を
深
め

た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
堅
粕
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
に
引
き
続
き
、
次
年
度
は
津
屋
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
企
画
中
と
の
こ
と
で
す
。

文
化
祭
の
最
後
は
、
津
屋
支
部
に
関
わ
る
先
生
方

で
結
成
さ
れ
た
バ
ン
ド
「
お
や
じ
ー
ず
」
に
よ
る
「
ケ

サ
ラ
」
「
あ
し
た
天
気
に
な
あ
れ
」
の
歌
で
締
め
く
く

ら
れ
ま
し
た
。

文
化
祭
終
了
後
は
懇
親
会
が
あ
り
、
お
で
ん
や
お

に
ぎ
り
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
二
〇
一
〇
年
五
月

に
、
北
九
州
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
機
構
と
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
と
の
協
働
で
、
こ
の
地
域
に
開
所
さ
れ
た
ホ
ー
ム

レ
ス
自
立
支
援
施
設
「
抱
樸
館
福
岡
」
（
定
員
約
八
〇

人
）
の
館
長
、
青
木
康
二
さ
ん
ら
も
懇
親
会
に
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
青
木
館
長
に
よ
る
と
、
開
所
か
ら
す

で
に
一
三
〇
名
ほ
ど
の
方
が
こ
の
施
設
を
利
用
し
、

巣
立
っ
て
い
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
外
部
か
ら
の
視

察
も
多
い
と
い
い
ま
す
。
開
所
直
前
に
吉
田
支
部
長

が
抱
樸
館
の
庭
に
寄
贈
し
、
地
域
の
み
ん
な
で
植
樹

し
た
桜
も
、
春
に
は
満
開
に
咲
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
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■
■

年
頭
の
ご
挨
拶

■
■

(

社)

福
岡
県
人
権
研
究
所
理
事
長

森
山

沾
一

米
国
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
始
ま
っ
た
百
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
世
界
恐
慌
は
世
界
の

秩
序
を
再
編
し
て
い
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
日
本
列
島
も
そ
の
渦
の
中
を
今
年
も
泳
い
で
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。

情
報
消
費
革
命
や
ア
ジ
ア
新
興
諸
国
の
台
頭
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
と
は
違
い
ま

す
が
、
秩
序
再
編
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
同
じ
で
す
。
金
融
恐
慌
・
戦
争
が
じ
わ
じ
わ
と
押
し
寄

せ
て
い
る
予
感
を
も
っ
て
、
新
年
を
迎
え
た
の
は
私
一
人
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

何
と
し
て
も
、
三
度
押
し
寄
せ
て
き
た
恐
慌
・
戦
争
を
阻
止
し
、
持
続
す
る
人
権
文
化

の
社
会
を
創
造
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
恐
慌
・
戦
争
は
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
・
循

環
型
経
済
の
活
性
化
や
外
交
努
力
と
人
権
・
平
和
世
論
の
喚
起
に
よ
り
防
止
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち(

社)

福
岡
県
人
権
研
究
所
は
、
反
差
別
・
反
戦
す
な
わ
ち

人
権
・
平
和
の
地
道
な
研
究
と
世
論
喚
起
を
本
気
で
や
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
こ
に

研
究
所
の
存
在
意
義
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
厳
し
い
戦
争
の
時
代
に
あ
っ
て
も
信
頼
関
係
を
持
ち
え
た
忘
れ
ら
れ
な
い
歴

史
を
持
っ
て
い
ま
す
。
部
落
解
放
運
動
の
中
で
す
。
一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）
年
、
徳
川
家

達
邸
に
放
火
・
全
焼
さ
せ
十
七
年
間
の
刑
務
所
か
ら
出
所
し
た
浜
嘉
蔵
さ
ん
を
、
松
本

治
一
郎
氏
ほ
か
十
数
名
は
迎
え
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
一
年
後
に
は
、
結
婚
の
祝
宴
を
催

し
て
い
る
の
で
す
。
浜
さ
ん
は
博
多
区
の
非
部
落
出
身
で
あ
り
、
戦
後
晩
年
ま
で
東
京
練

馬
区
の
解
放
同
盟
支
部
長
を
つ
と
め
た
の
で
す
（
井
元
麟
之
「
老
闘
士

浜

嘉
蔵
さ
ん

を
想
う
」
『
部
落
解
放
史
・
ふ
く
お
か
』
創
刊
号
、
一
九
七
五
年
）
。
し
か
も
厳
し
か
っ
た
時

代
の
世
話
や
葬
式
の
世
話
ま
で
松
本
英
一
氏
は
行
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

十
三
年
連
続
し
て
自
殺
者
三
万
人
を
超
え
、
う
つ
病
が
広
が
り
、
若
者
の
就
職
難
・
内

向
化
、
無
縁
社
会
が
い
わ
れ
る
今
日
、
こ
の
よ
う
な
究
極
的
信
頼
関
係
に
学
び
、
同
志
的

関
係
を
取
り
戻
す
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
は
研
究
所
内
部
も
厳
し
い
規
律
と
努
力
が
も
と
め
ら
れ
ま
す
。
六
月
総
会

で
決
ま
っ
た
活
動
方
針
を
実
現
し
、
来
期
以
降
に
向
け
て
の
戦
略
的
事
業
計
画
を
策
定

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
年
の
研
究
所
賀
状
で
は
昨
年
の
総
括
を
述
べ
ま
し
た
が
、
事
務
所
移
転
の
中
、
会
員

増
を
含
め
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。
会
員
・
賛
同
者
の
皆
様
か
ら
の
厳
し
い
ご
指
摘
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
戦
略
的
展
開
へ
の
基
盤
つ
く
り
の
年
で
し
ょ
う
。
年
末
の
懇
談
会
で
も
多
く
の

意
見
が
出
ま
し
た
。

（
１
）
機
関
誌
・
出
版
物
の
書
店
販
売
を
含
め
た
、
頒
布
拡
大
を
実
現
す
る
こ
と
。
「
機

関
誌
紙
を
読
め
ば
福
岡
県
・
九
州
の
人
権
・
解
放
の
姿
が
読
め
る
」
編
集
内
容
の

実
現
。

（
２
）
会
員
・
賛
同
者
が
事
務
所
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
画
す
る
体
制
の
実
現
。
開
か
れ
・
活

性
化
す
る
事
務
所
。

（
３
）
行
事
や
大
会
参
加
の
重
複
を
避
け
、
役
割
分
担
に
よ
る
事
務
局
体
制
の
強
化
・

確
立
。

（
４
）
運
営
資
金
の
確
立
に
向
け
、
増
え
つ
つ
あ
る
受
託
事
業
を
さ
ら
に
増
加
さ
せ
る
。

（
５
）
昨
年
増
え
た
会
員
・
団
体
会
員
を
職
域
・
分
野
・
主
催
行
事
ご
と
に
呼
び
か
け
、

さ
ら
に
拡
大
す
る
。

二
〇
一
一
年(

平
成
二
十
三)

年
は
、
数
千
年
続
い
た
中
国
の
専
制
君
主
制
が
幕
を
閉

じ
た
辛
亥
革
命
後
百
年
の
記
念
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
新
幹
線
開
通
で
九
州
・
ア
ジ
ア
と

の
つ
な
が
り
も
さ
ら
に
活
発
化
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
そ
し
て
研
究
所
に
と
っ
て
飛
躍
の
年
に
な
る
こ
と
を
祈
念
い
た

し
ま
す
。

本
稿
は
本
年
当
初
に
発
表
す

る
予
定
で
提
出
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
本
紙
の
刊
行
が
遅
れ
た

た
め
時
機
を
失
し
た
感
が
あ
り

ま
す
。
執
筆
者
・
読
者
に
お
詫

び
致
し
ま
す
。
（
編
者
敬
白
）

森山さんの近著

2011 年 2 月 28 日 福村

出版 5,300 円＋税
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新
会
員
紹
介

【
個
人
会
員
】

勝
山
吉
章
（
福
岡
市
城
南
区
）

有
松
し
づ
よ
（
田
川
郡
福
智
町
）

西
尾
達
（
福
岡
市
早
良
区
）

瀬
片
泰
子
（
福
岡
市
西
区
）

カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
撤
去
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
福
岡
市
早

良
区
）

大
西
祥
惠
（
福
岡
市
早
良
区
）

向
井
厚
子
（
田
川
郡
川
崎
町
）

佐
藤
ま
す
み
（
直
方
市
）

的
場
隆
幸
（
福
津
市
）

山
口
園
美
（
北
九
州
市
小
倉
北
区
）

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

研
究
所
の
日
常
業
務
の
中
で
、
所
員
や
役
員
だ

け
で
は
手
が
足
り
な
い
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま

す
。
そ
う
い
う
と
き
の
た
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
短
時
間
で
も
協
力
で
き
る
方
の
名
簿
を
用
意
し
、

ご
助
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
効
率
も
あ

が
り
、
た
い
へ
ん
助
か
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
た

ま
た
ま
そ
の
時
に
時
間
の
空
い
て
い
る
方
で
か
ま

い
ま
せ
ん
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
の
お
申
し
出

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
身
近
に
研
究
所
入
会
や
、
『
リ
ベ
ラ
シ
オ
ン
』
の
定

期
購
読
を
ご
希
望
の
方
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
会
員
や

定
期
購
読
拡
大
に
も
ぜ
ひ
ご
尽
力
願
い
ま
す
。

●
新
会
員
の
声
（
日
比
野
裕
司
さ
ん
）

Ｑ
研
究
所
を
ど
こ
で
知
ら
れ
ま
し
た
か
？
ま
た
、

入
会
の
動
機
は
？

知
人
の
さ
そ
い
。
九
州
で
の
人
権
活
動
の
状

況
を
認
識
し
た
い
か
ら
。

Ｑ
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
、
興
味
の
あ
る
こ
と
。

北
海
道
は
ア
イ
ヌ
民
族
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
そ
の
こ
と
に
ち
か
ら
を
入
れ
て
い

き
た
い
。

Ｑ
趣
味
な
ど
。

今
回
の
済
州
島
の
人
権
ツ
ア
ー
な
ど
に
参
加

で
き
た
ら
、
人
権
問
題
の
研
修
に
取
り
組
み
た

い
。

Ｑ
そ
の
他

福
岡
と
北
海
道
で
は
少
し
距
離
が
あ
り
ま
す

が
、
部
落
問
題
を
は
じ
め
と
し
た
人
権
教
育
を

ア
イ
ヌ
問
題
と
共
通
の
問
題
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

●
会
員
お
す
す
め
の
本
●

※
い
ず
れ
も
研
究
所
で
購
入
で
き
ま
す
。

『
無
年
金
―
金
が
な
い
の
に
生
き
て
い
く

そ
の
哀
し
み
と
喜
び
―
』

在
日
コ
リ
ア
ン
無
年
金
福
岡
裁
判
を
支
援
す
る
会

編
、
大
野
金
繁

聞
き
書
き
と

写
真

二
〇
一
〇
年
八

月
、
書
肆
侃
侃

房
、
一
五
〇
〇

円
＋
税

い
わ
ゆ
る
「
無
年
金
福
岡
訴
訟
」
の
日
々
を
生
き

て
き
た
原
告
の
、
暮
ら
し
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

聞
き
と
っ
た
『
無
年
金
』
は
、
苛
烈
な
歴
史
の
中
で

素
朴
に
生
き
た
人
々
の
姿
を
写
し
取
っ
て
い
ま
す
。

リ
ベ
ラ
シ
オ
ン
一
四
〇
号
の
特
集
で
報
告
さ
れ
た
「
在

韓
日
本
人
妻
た
ち
の
六
十
五
年
」
と
、
あ
た
か
も
背

中
合
わ
せ
の
よ
う
な
人
々
の
姿
は
、
私
た
ち
の
国
が

な
し
た
事
柄
の
後
始
末
を
、
個
々
の
人
生
に
押
し
つ

け
た
無
残
な
結
果
を
改
め
て
私
た
ち
に
突
き
つ
け
て

い
ま
す
。
暮
ら
し
の
断
面
を
映
し
た
写
真
も
、
貴
重

な
資
料
で
す
。

（
西
川
義
夫
）

『
わ
ら
い
が
お
が
イ
イ
オ
ト
コ

教
員
樋
口

輝
幸
―
靴
減
ら
し
の
教
育
実
践
の
軌
跡
―
』

自
主
出
版
。

二
〇
一
〇
年
十

二
月
発
行
。
頒

価
一
〇
〇
〇
円
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熊
本
県
の
「
同
和
」
教
育
運
動
の
先
駆
者
と
し
て
人

間
解
放
に
生
涯
を
か
け
た
高
校
教
師

樋
口
輝
幸
先

生
の
生
き
様
を
記
し
た
本
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

九
州
部
落
史
研
究
に
お
い
て
も
史
実
を
掘
り
起
こ
し

研
究
を
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

本
書
は
、
「
同
和
」
教
育
の
創
生
期
か
ら
の
実
践
の

記
録
、
「
障
害
」
の
あ
る
子
の
進
路
保
障
に
む
け
て
共

に
生
き
た
実
践
、
熊
本
県
部
落
史
の
研
究
、
「
定
時
制

の
灯
を
消
す
な
」
運
動
の
闘
い
、
そ
し
て
、
教
育
競

争
原
理
と
闘
っ
た
家
族
の
葛
藤
「
白
紙
答
案
の
訴
え
」

な
ど
で
、
「
同
和
」
教
育
の
原
点
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
教
育
者
で
あ
り
、
実
践
者
で
あ
り
、
研
究
者

で
あ
り
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
そ
の
生
き
方
を
父
と

し
て
、
一
人
の
『
に
ん
げ
ん
』
と
し
て
自
然
体
で
生

き
抜
い
た
人
で
し
た
。
そ
の
生
き
様
か
ら
『
学
ぶ
こ

と
は
、
生
き
る
こ
と
』
と
実
感
し
、
心
を
揺
さ
ぶ
ら

さ
れ
る
一
冊
で
す
。

（
海
野
学
）

●
部
落
史
研
究
部
会

四
月
十
六
日
（
土
）
十
四
時
～
十
七
時

辰
島
秀
洋
さ
ん
（
会
員
）
の
発
表
で
す
。

・
資
料
紹
介

田
川
郡
の
明
治
・
大
正
期
に
お

け
る
土
地
・
寺
院
・
教
育
を
め
ぐ
る
資
料

会
場
＝
福
岡
県
人
権
啓
発
情
報
セ
ン
タ
ー

（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
）

Ｊ
Ｒ
春
日
駅
前
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
７
階

●
会
員
の
本
の
紹
介
●

『
現
代
教
育
の
諸
相
』

小
川
哲
哉
・
勝
山
吉
章
・
井
上
豊
久
編
、
二
〇
一

〇
年
四
月
、
青
簡
舎
、
二
〇
〇
〇
円
＋
税

第
１
部

現
代
教
育
の
動
向

第
２
部

学
校
教
育
の
現
状
と
課
題

第
３
部

教
師
教
育
の
今
日
的
課
題

（
全
一
五
章
か
ら
成
る
）

編
者
の
勝
山
吉
章
さ
ん
（
福
岡
大
学
人
文
学
部
教

授
）
が
会
員
、
執
筆
者
の
柳
井
美
枝
さ
ん
が
本
研
究

所
員
で
す
。

勝
山
さ
ん
は
第
２
章
「
わ
が
国
の
教
育
改
革
の
動

向
」
、
第
９
章
「
教
育
改
革
と
学
校
教
育
へ
の
影
響
」
、

柳
井
さ
ん
は
第
１
０
章
「
夜
間
学
校
の
教
育
課
題
」

を
執
筆
し
て
い
ま
す
。

●
二
〇
一
一
年
度
総
会

六
月
十
九
日
（
日
）
午
後
に
予
定
し
て
い

ま
す
。

＊
会
場
・
記
念
講
演
な
ど
詳
細
は
未
定
で

す
。
追
っ
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

●
海
外
人
権
ツ
ア
ー
関
連
本
の
紹
介
●

『
済
州
四
・
三
』

済
州
四
・
三
研
究
所
編
、
許
榮
善
著
、
及
川
ひ
ろ

絵
・
小
原
つ
な
き
共
訳
、
二
〇
〇
六
年
十
月
、
民
主

化
運
動
記
念
事
業
会
発
行
（
ソ
ウ
ル
）

定
価
六
〇

〇
〇
ウ
ォ
ン
（
六
〇
〇
円
）

※
本
に
記
載
の
マ
マ

「
韓
国
現
代
史
に
お
い
て
朝
鮮
戦
争
に
次
ぐ
多
く
の

人
命
被
害
を
生
み
出
し
ま
し
た
が
、
そ
の
事
実
は
、

痛
ま
し
い
傷
を
隠
し
た
ま
ま
、
長
い
間
、
私
た
ち
に

と
っ
て
記
憶
さ
れ
な
い
歴
史
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
」
（
「
日
本
語
版
の
発
刊
に
寄
せ
て
」
よ
り
）

お

知

ら

せ

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
は
、
本

研
究
所
会
員
松
本
龍
さ
ん
が
、
未
曾
有
の
大
被
害

の
中
、
防
災
担
当
大
臣
と
し
て
救
援
を
指
揮
し
、

職
責
を
果
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
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研究所日誌（２０１０年１２月～１１年２月）

・１２月 １日（水） 絵本『三発目の〝原爆〟』第２刷納品

・１２月 ３日（金） 第０回松本治一郎・井元麟之研究会

・１２月 ５日（日） 北九州市「ふれあいフェスタ２０１０」参加

・１２月 ６日（月） 事務局会議

・１２月１３日（月） 事務局会議／研究所ニュース「りべらしおん」４３号発行

・１２月１８日（土） 第２９回九州地区部落解放史研究集会総括会議

・１２月２０日（月） 事務局会議／運営委員会／

「部落解放運動の原風景 ・北九州展（仮）」実行委員会打ち合わせ（北九州市）

・１２月２１日（火） 啓発部会＋第 163 回定例研究会

・１２月２４日（金） 「解放新聞」笠松編集長来所

・１２月２５日（土） 『リベラシオン』１３９号発行

・１２月２７日（月） 事務局会議

・１２月２８日（火） 仕事納め／済州島人権ツアー事前学習会／会員懇話会・忘年会

・ １月 ５日（水） 仕事始め／～８日第７回海外人権スタディツアー（韓国・済州島）

・ １月 ６日（木） 「史実と授業の結合をめざして」打ち合わせ（久留米市）

・ １月 ８日（土） 部落解放同盟福岡市協議会旗開き

・ １月１１日（月） 部落解放同盟福岡県連合会旗開き

・ １月１３日（水） 事務局会議／「八女市市民意識調査」第１回会議

・ １月１７日（月） 事務局会議

・ １月２４日（月） 事務局会議／運営委員会

・ １月２５日（火） 人権プロジェクト石瀧塾（糟屋郡須恵町）

・ １月２６日（水） 「八女市市民意識調査」第２回会議／第４回執行理事会

・ １月２８日（金） 第１回松本治一郎・井元麟之研究会

・ １月３１日（月） 事務局会議

・ ２月 ５日（土） 編集委員会

・ ２月１０日（木） 事務局会議

・ ２月１２日（土） 啓発部会

・ ２月１４日（月） 運営委員会／韓国金仲燮（キムチュンソプ）教授来所

・ ２月１８日（金） 「八女市市民意識調査」第３回会議

・ ２月１９日（土） 「史実と授業の結合をめざして part Ⅲ 第１回 in 久留米」

・ ２月２１日（月） 事務局会議

・ ２月２２日（火） 人権プロジェクト石瀧塾（糟屋郡須恵町）

・ ２月２５日（金） 第２回松本治一郎・井元麟之研究会

・ ２月２６日（土） 部落史研究部会＋第 164 回定例研究会／県同教実践交流会（図書販売）

・ ２月２７日（日） 外国人部会

・ ２月２８日（月） 事務局会議

お詫びと訂正 前号（№４３）の「りべらしおん」２ページ５行目に、「豊州炭鉱で起こったガス爆発

事故で中元寺川の川底が陥没し」と記載しましたが、「ガス爆発」でなく「前日来の豪雨により川底が陥没し」

の誤りでした。お詫び致しますとともに、ここに謹んで訂正致します。ご指摘ありがとうございました。

（ 社 ） 福 岡 県 人 権 研 究 所 り べ ら し お ん № ４ ４ ２ ０ １ １ ． ３ ． ３ １


